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（１） 名称及び代表者名

株式会社ブックス
代表取締役　　黒田　季之

（２） 所在地
本　　　社 　　岡山県瀬戸内市邑久町北島２２２­１

（３） 事業内容

印刷・製本・加工
主要製品: 教材・カタログ・ＤＭ

（４） 事業の規模

従業員数　　　　　３９名
延べ床面積　　　

（５） 対象範囲

登録事業者名: 株式会社ブックス
対象事業所: 本社
活　  　  動 : 教材・カタログ・ＤＭ等の製造(印刷・製本・加工)
対  象  外 : なし

（６） 実施体制

代表者

黒田季之

環境管理責任者

環境事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日:2020年9月30日

事務部門 製造部 営業部 生産管理部 せとうちﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾝﾀｰ

１．組織の概要　・　対象範囲

２,８２０㎡
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1 ．

２ ．

３ ．

４ ．

５ 生産性向上に務め、時間短縮を推進する

６ ．地域の環境活動に率先して参画する

７ ．

制定： 2016年5月12日
改定： 2022年8月20日

代表取締役 黒田　季之
株式会社ブックス

環 境 経 営 方 針

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守する

電力使用量の削減

廃棄物の削減及び再生利用を推進する

環境配慮を重視した製品の製造及びサービスを提供

製造プロセスで発生する不良品を削減する

２．環境経営方針

当社は、「顧客を一番」と考え、豊かな発想と責任ある創造技術を通じて、文化と

教育に貢献し、地域社会で価値ある組織を目指しています。主事業である紙を

媒体にした製造技術の改善を推進し、地球温暖化問題への取り組みや地域の

環境活動に自主的・積極的に取り組みます。

２



単位

kg-CO2

kg

kg

水使用量 ｍ3

※電力のＣＯ2排出係数は【0.677kg-CO2/kWh】を使用しています。

（基準年） （目標） （実績） （目標） （目標）

kＷｈ 1,063,473 1,010,299 821,744 999,665 989,030
基準年比 （2017年度） 95% 77% 94% 93%

kg 608 565 569 559 553
基準年比 （2015年度） 93% 94% 92% 91%

ｍ3 524 498 672 493 487
基準年比 （2017年度） 95% 128% 94% 93%

万円/年 574 534 342 528 522
基準年比 （2015年度） 93% 60% 92% 91%

1.55

（2015年度）

1.04

（2015年度）

1.24

（2015年度）

1.7

（2015年度）

万円 20,126 27,170 25,571 28,176 29,183
基準年比 （2015年度） 135% 127% 140% 145%

※電力のＣＯ2排出係数は【0.677kg-CO2/kWh】を使用しています。
※化学物質は適正に管理しています。
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４．環境経営目標及びその実績

梱包関連資材の削減

水使用量の削減

生産性向上・時間短縮
（工場生産高）

一般廃棄物の削減

電力使用量の削減

2022年度 2023年度 2024年度基準値

×

項　目

563,374

2022年度

569.0

861210.00

672

廃
棄
物
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一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量
（有価売却を含む）

二酸化炭素総排出量

総排水量

単位

３．主な環境負荷の実績

評価

〇

×

年 度

項 目
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※環境経営方針の「4.環境を重視した製品の製造及びｻｰﾋﾞｽの提供」は梱包関連資材の削減に該当します。

〇・・・よくできた
△・・・あまりできなかった
×・・・全くできなかった

石田
（英）

担当者

石田
（英）
福島

首藤

石田
（裕）

継続

継続

　・数値目標

　・セット時間短縮

　・整理整頓を行う

×

〇

〇

〇

-

継続

-

継続

継続

　・機械メンテナンス 継続〇

-

継続

継続

継続

-

　・数値目標

　・結束紐の使いさしを優先的に使用する

　・伝票確認で梱包ﾐｽをなくす。

・過剰梱包をやめる。

〇

〇

〇

〇

継続

-

　・水道使用時の節水 継続

水道管が破損していることが判
明し、すぐに修復工事を行った
が、目標値が達成できなかった。
活動計画は達成できているの
で、引き続き節水するように呼び
掛ける。

　・分別の徹底 継続

-

　・数値目標

×

×

〇

５．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

活動計画、目標値どちらも達成
している。過剰梱包を見直したこ
とにより削減できたと思う。引き
続き梱包方法を見直し改善して
いきたい。

活動計画、目標値どちらも達成して
いるので、引き続き継続する。
不良が多く発生しそうな商品に関して
は、より慎重に作業し、最も多いもの
を減らす。

活動計画は達成できたが、仕事
量が減少した為目標値は達成
できなかった。昨年より生産高が
増えているが、目標値の見直し
が必要。

　・数値目標 〇

〇

〇

〇

次年度評価（結果と次年度の取組内容）

　・不要照明の消灯

-

継続

継続

継続

目標項目

不良率の削減

生産性向上・
時間短縮

（工場生産高）

取組結果

電力使用量の削減

水使用量の削減

梱包関連資材の削減

環境経営計画（中間計画含む）

　・技能実習生の教育

　・エアコンのフィルター点検・清掃

　・空気圧縮機のエア洩れ点検

　・数値目標 ×

　・数値目標

　・不良が出にくいセットの実施

〇

活動計画、目標値どちらも達成
できている。
引き続き定期点検を実施し、削
減できるように継続する。

一般廃棄物の削減 首藤

活動計画は達成できたが、目標
値の達成ができなかった。
分別ができていない人がいるの
で、分別方法を指導する必要が
ある。

〇

〇石田
（裕）

・少ﾛｯﾄ時の頭出しのｷｽﾞ・汚れの確認を徹底し、ｽﾀｰﾄする

４



（１）遵守評価結果
遵守評価日:2023年11月1日　

委託基準:一廃収集業者の許可の確認 〇
委託基準:産廃収集運搬・処理業者の許可の確認、契約 〇
保管基準
    掲示板:60cm×60cm以上表示
　　飛散・浸透防止
　　衛生管理
マニフェスト交付
　B2・Ｄ票90日、Ｅ票180日以内に送付されない場合は30日以内の知事への報告
　A、B2、D、E票の保管（5年間）

〇

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 〇
処理業者から処理困難の通知を受けた場合、30日以内に知事に「措置内容等
報告書」による報告 〇

処理の状況について確認の努力義務 〇
第1種指定化学物質取扱者は排出・移動量を報告（年間取扱量１トン以上で従
業員21名以上の場合）

性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取・発行 〇
設置または変更の届出

保守点検、清掃、記録の保管（3年間）

定期検査（指定検査機関での検査実施）

消防訓練の実施 〇
消防設備の点検 〇

フロン類の登録充填回収業者による適切な引き渡し

フロン類回収時の委託確認書交付と引取証明書の保存（3年間）

引取証明書が30日以内に送付されない場合の知事への報告

第1種特定製品の点検・記録の保管
簡易点検:3ヶ月に1回以上
定期点検:1年もしくは3年に1回以上（一定規模以上）
点検の記録は、廃棄した後も3年間保存

家電リサイクル
法

特定家庭用機器の適正な廃棄
ｴｱｺﾝ、ﾃﾚﾋﾞ、冷蔵

庫、冷凍庫、洗濯機
等

○

地域別騒音基準の順守

特定施設の事前届出

地域別振動基準の順守

特定施設の事前届出

（２）違反、訴訟等
　　　　過去５年間において、環境関連法規の違反、訴訟等はありませんでした。

評価

合併処理浄化槽

業務用空調機

法規制等
の名称

法規制要求事項 該当する設備

○

○

浄化槽法

フロン排出抑制
法

空気圧縮機:
22kＷ
4台

○騒音規制法

廃棄物処理法

〇

消防法

化学物質排出把
握管理促進法
（PRTR法）

６．環境関連法規等の遵守評価結果及び違反、訴訟等の有無

振動規制法
昼間:65㏈
夜間:60㏈ ○

５



７．代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　環境活動の紹介

　　ＥＶ充電ステーション設置

　　地域・社会貢献（工場見学）

代表取締役　黒田　季之
　　　　　　　　　　　　　株式会社ブックス

電気消費量は、各部署の節電が習慣化され減少しているが、電力会社の電気料金引き上げで、製
造原価を圧迫している。また資材などの高騰も重なり収益の確保が困難な状況に陥っている。今後
は、夜勤などシフトの見直しで、さらに効率化する工夫が必要である。工場の建物や設備も、老朽化
や故障など増えてきている。人的努力では、補えないこれが、CO2排出の増加原因にも繋がることを
想定して、人的努力では、補えない部分は、節電対策の設備投資も検討していきたい。新規事業の
デジタル印刷事業も、仕事量の確保によって、紙以外の排出物が増えているので、こちらも無駄のな
い資材の活用を推進していきたい。

６


